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印
度
學
佛
敎
學
硏
究
第
六
十
七
巻
第
一
号
　
平
成
三
〇
年
十
二
月

円
珍
『
法
華
論
記
』
に
お
け
る
七
喩
解
釈
に
つ
い
て

―
吉
蔵
の
解
釈
と
の
比
較
を
中
心
と
し
て

―
浅

野

　

学

一
　
問
題
の
所
在

法
華
七
喩
と
称
せ
ら
れ
る
法
華
経
の
七
つ
の
譬
喩
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
が
、
印
度
撰
述
の
法
華
経
注
釈
書
で
あ
る
『
法
華
論
』
所
説
の
七

喩
は
、
法
華
七
喩
の
初
出
で
あ
り
、
後
の
七
喩
説
の
多
く
は
こ
れ
に
基

づ
い
て
い
る
。『
法
華
論
』
の
末
注
書
と
し
て
、
円
珍
（
八
一
四
―

八
九
一
）『
法
華
論
記
』（
以
下
、『
論
記
』）
と
、
吉
蔵
（
五
四
九
―
六
二
三
）

『
法
華
論
疏
』（
以
下
、『
論
疏
』）
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
両
書
に
関
す

る
論
考
は
先
学
に
よ
っ
て
種
々
な
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
こ
れ
ま

で
に
論
考
の
な
か
っ
た
円
珍
釈
と
吉
蔵
釈
に
お
け
る
七
喩
解
釈
の
比
較

対
照
を
行
う
。
河
村
〔
一
九
九
七
〕
で
は
、『
法
華
論
』
の
法
華
十
七

異
名
に
つ
い
て
の
智
顗
（
五
三
八
―
五
九
七
）
釈
と
吉
蔵
釈
に
つ
い
て
対

照
し
、「
吉
蔵
の
学
僧
に
対
し
て
智
顗
の
禅
師
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の

が
あ
る
）
1
（

」
と
述
べ
て
い
る
が
、
法
華
七
喩
に
つ
い
て
の
円
珍
釈
に
お
い

て
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

二
　
末
注
書
と
『
法
華
論
』
の
七
喩

『
法
華
論
』
の
末
注
書
と
し
て
、『
論
記
』
は
日
本
仏
教
に
お
い
て
、

『
論
疏
』
は
中
国
仏
教
に
お
い
て
、
代
表
的
な
著
作
で
あ
る
。『
法
華

論
』
の
随
文
解
釈
で
あ
る
『
論
記
』
に
つ
い
て
、
池
田
〔
一
九
七
八

b
〕
で
は
、

円
珍
の
著
述
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
な
か
で
、
量
的
に
他
を
圧
し
て
大
き
な
著

述
は
、『
法
華
論
記
』
十
巻
で
あ
る
。（
中
略
）
円
珍
教
学
に
お
け
る
法
華
論
研

究
の
意
味
は
、
質
量
共
に
大
き
な
も
の
が
あ
る
こ
と
に
相
違
な
く
、
今
日
改
め

て
研
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
信
ず
る
）
2
（

。

と
述
べ
て
い
る
。『
論
記
』
の
主
な
特
徴
と
し
て
は
、
智
顗
、
湛
然

（
七
一
一
―
七
八
二
）
ら
の
天
台
章
疏
を
相
当
量
、
忠
実
に
引
用
し
て
い

る
点
や
、
法
相
宗
の
基
（
六
三
二
―
五
八
二
）
の
『
法
華
玄
賛
』
の
解
釈

を
批
判
し
て
い
る
点
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

吉
蔵
『
論
疏
』
は
、
円
珍
に
先
だ
っ
て
中
国
で
作
成
さ
れ
た
『
法
華
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円
珍
『
法
華
論
記
』
に
お
け
る
七
喩
解
釈
に
つ
い
て
（
浅

野
）

論
』
の
随
文
解
釈
で
あ
る
が
、
吉
蔵
が
『
法
華
論
』
に
依
拠
し
て
、
仏

身
の
常
住
と
仏
性
が
法
華
経
に
お
い
て
も
明
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
論

証
し
た
こ
と
は
す
で
に
知
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。
吉
蔵
に
お
け
る
最
初

の
法
華
経
注
釈
書
で
あ
る
『
法
華
玄
論
』
で
は
、『
法
華
論
』
を
引
用

す
る
際
に
「
晩
見
法
華
論
」
と
度
々
称
し
て
い
る
が
、
こ
の
呼
称
に
つ

い
て
奥
野
〔
二
〇
〇
二
〕
で
は
、

吉
蔵
は
「
晩
見
の
法
華
論
」
と
呼
称
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
初
の
法
華
注
疏

を
著
そ
う
と
す
る
ま
さ
に
そ
の
直
前
に
な
っ
て
『
法
華
論
』
の
存
在
を
発
見

し
、
披
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
歓
び
を
率
直
に
告
白
す
る
と
と
も
に
、

『
法
華
論
』
に
拠
っ
た
こ
と
を
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
説
に
正
統
性
を
付
与

せ
ん
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
）
3
（

。

と
述
べ
て
い
る
。

な
お
、
円
珍
が
『
論
記
』
を
撰
述
し
た
時
期
は
在
唐
時
で
あ
っ
た
。

留
学
中
の
円
珍
が
『
論
記
』
の
撰
述
を
決
意
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
池

田
〔
一
九
七
八
b
〕
で
は
、

嘉
祥
の
疏
は
、
二
巻
本
に
註
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
円
珍
は
嘉
祥
の
諸
研
究
の

成
果
に
学
的
刺
激
を
受
け
、
二
巻
本
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
今
日
伝
え
ら
れ
る

よ
う
な
一
〇
巻
の
論
記
を
著
わ
す
に
い
た
つ
た
の
で
あ
ろ
う
）
4
（

。

と
述
べ
て
い
る
。

『
法
華
論
』
は
古
来
、
内
容
上
か
ら
五
章
に
分
け
て
解
釈
さ
れ
て
来

た
が
、
七
喩
と
三
平
等
の
章
は
内
容
的
に
一
具
の
も
の
と
し
て
取
扱
わ

れ
て
い
る
。『
法
華
論
』
に
は
、

自
此
以
下
。
次
為
七
種
具
足
煩
悩
染
性
衆
生
。
説
七
種
喩
。
対
治
七
種
増
上
慢

心
。
此
義
応
知
又
復
次
爲
三
種
染
慢
無
煩
惱
人
三
昧
解
脱
身
等
染
慢
。
対
治
此

故
説
三
種
平
等
。
此
義
応
知
）
5
（

。

と
あ
り
、
両
章
で
は
対
治
さ
れ
る
所
（
所
治
）
と
、
対
治
す
る
手
立
て

（
能
治
）
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
。
七
喩
で
は
衆
生
の
七
種
の
増
上
慢
心

を
、
三
平
等
で
は
無
煩
悩
の
人
（
阿
羅
漢
）
の
三
種
の
染
慢
を
対
治
す

る
と
い
う
。『
法
華
論
』
に
お
い
て
規
定
す
る
法
華
経
の
七
喩
と
は
、

周
知
の
如
く
「
火
宅
譬
喩
」「
窮
子
譬
喩
」「
雲
雨
譬
喩
」「
化
城
譬
喩
」

「
繋
寶
珠
譬
喩
」「
輪
王
解
自
髻
中
明
珠
与
之
譬
喩
髻
中
珠
譬
喩
」「
医

師
譬
喩
」
で
あ
る
。

三
　
円
珍
と
吉
蔵
の
七
喩
解
釈
に
つ
い
て

『
法
華
論
』
所
説
の
七
喩
に
つ
い
て
、
随
文
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る

『
論
記
』
と
『
論
疏
』
の
該
当
箇
所
を
確
認
す
る
と
、
言
い
方
の
違
い

は
あ
る
が
、
大
方
同
じ
よ
う
な
解
釈
を
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、

「
実
有
功
徳
増
上
慢
心
」
を
、
所
謂
「
髻
中
明
珠
譬
喩
」
に
よ
っ
て
対

治
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
『
法
華
論
』
の
一
節
に
つ
い
て
注
釈
し
て

い
る
箇
所
で
は
、
両
師
に
注
目
す
べ
き
解
釈
の
異
な
り
が
見
ら
れ
る
。

『
法
華
論
』
に
は
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円
珍
『
法
華
論
記
』
に
お
け
る
七
喩
解
釈
に
つ
い
て
（
浅

野
）

六
者
実
有
功
徳
増
上
慢
心
。
聞
大
乗
法
取
非
大
乗
。
如
是
倒
取
。
対
治
此
故
為

説
輪
王
解
自
髻
中
明
珠
与
之
譬
喩
応
）
6
（
知

と
あ
り
、
末
注
書
の
成
立
順
に
吉
蔵
釈
か
ら
見
る
と
、

聞
大
乗
法
取
非
大
乗
者
。
此
人
本
学
大
乗
。
但
作
有
所
得
学
。
故
聞
説
大
乗
退

大
取
小
果
。
如
大
品
中
有
大
鳥
之
譬
。
初
生
無
翅
鳥
子
未
有
両
翅
而
学
飛
。
故

遂
便
墮
落
。
有
所
得
人
雖
発
大
心
大
行
無
慧
方
便
。
聞
説
大
乗
退
取
小
果
。
故

大
品
中
六
十
菩
薩
聞
説
波
若
成
阿
羅
漢
。
此
中
是
凡
夫
人
。
不
同
大
品
成
阿
羅

漢
。
与
其
大
略
相
似
也
。
如
是
倒
取
者
。
実
有
大
乗
而
不
取
大
。
実
無
小
乗
而

取
小
乗
。
故
名
為
倒
。
又
実
学
大
乗
而
取
於
小
。
故
是
倒
也
　
対
治
此
故
下
。

第
二
明
能
治
対
治
此
故
為
説
輪
王
解
髻
中
明
珠
与
之
譬
喩
応
知
頂
髻
之
珠
最
為

尊
貴
。
一
乗
最
勝
。
以
此
賜
之
令
其
取
）
7
（
大

と
注
釈
し
て
い
る
。
吉
蔵
は
「
聞
大
乗
法
取
非
大
乗
」
に
つ
い
て
、
有

所
得
の
人
は
大
乗
の
法
を
聞
い
て
も
退
い
て
小
乗
の
果
を
取
る
の
で
、

そ
の
よ
う
に
い
う
と
注
釈
し
て
い
る
。
吉
蔵
は
、
繋
宝
珠
譬
喩
の
注
釈

箇
所
で
は
、「
小
乗
非
第
一
。
謂
為
第
）
8
（
一
」
と
注
釈
し
て
い
る
が
、
こ

こ
で
は
「
故
聞
説
大
乗
退
大
取
小
果
」
と
注
釈
し
て
い
る
。
次
に
円
珍

釈
で
は
、

論
有
功
徳
人
説
大
乗
法
者
。
明
第
六
人
。
七
方
便
人
聞
説
円
乗
不
信
不
解
。
取

非
大
乗
謂
為
実
大
。
自
余
如
下
。
故
云
説
大
乗
法
而
取
非
大
乗
。
有
釈
為
小
未

合
経
論
。
治
此
執
故
説
最
上
乗
。
故
譬
王
解
髻
中
明
珠
与
之
。
喩
意
応
知
）
9
（

。

と
注
釈
し
て
い
る
。
円
珍
は
「
説
大
乗
法
而
取
非
大
乗
」
と
は
、
七
方

便
の
人
が
円
乗
を
聞
い
て
も
信
じ
ず
、
大
乗
で
は
な
い
も
の
を
取
り
そ

れ
を
実
の
大
乗
で
あ
る
と
思
う
か
ら
、
そ
の
よ
う
に
い
う
と
注
釈
し
て

い
る
。
ま
た
「
有
釈
為
小
未
合
経
論
」
と
し
て
、
円
珍
は
「
有
釈
」
を

経
論
の
文
と
は
合
わ
な
い
と
し
て
斥
け
て
い
る
。
吉
蔵
釈
で
は
「
大

乗
」
と
の
対
で
「
小
乗
」
と
い
う
述
べ
方
を
し
て
い
る
が
、
円
珍
釈
で

は
「
七
方
便
人
」
と
注
釈
し
て
い
る
。
七
方
便
と
い
う
術
語
は
、
一
般

的
に
は
小
乗
の
見
道
以
前
の
修
行
位
の
こ
と
を
指
す
が
、
円
珍
の
属
す

る
天
台
宗
で
は
、
法
華
経
の
薬
草
喩
品
の
三
草
二
木
の
意
に
よ
っ
て
、

人
乗
・
天
乗
・
声
聞
乗
・
縁
覚
乗
・
蔵
教
の
菩
薩
乗
・
通
教
の
菩
薩

乗
・
別
教
の
菩
薩
乗
を
七
方
便
の
人
と
立
て
る
た
め
、
円
珍
釈
で
は
吉

蔵
釈
の
よ
う
に
小
乗
だ
け
に
限
定
し
た
解
釈
で
は
な
い
。
こ
こ
で
円
珍

が
天
台
学
的
な
解
釈
に
基
づ
い
て
斥
け
て
い
る
「
有
釈
」
と
は
、『
論

疏
』
の
説
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

四
　
小
結

『
法
華
論
』
所
説
の
法
華
七
喩
に
つ
い
て
、
円
珍
釈
と
吉
蔵
釈
を
比

較
対
照
し
た
結
果
、
両
師
の
解
釈
は
大
方
同
じ
よ
う
な
立
場
で
は
あ
っ

た
が
、『
法
華
論
』
の
文
に
対
す
る
注
釈
の
視
点
が
異
な
っ
て
い
る
場

合
も
確
認
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
髻
中
明
珠
の
譬
喩
に
よ
っ
て
対
治
さ
れ

る
「
実
有
功
徳
増
上
慢
心
」
の
注
釈
箇
所
に
お
い
て
、
円
珍
釈
で
は
名

を
伏
せ
て
は
い
る
が
、「
有
釈
」
と
し
て
吉
蔵
釈
と
同
様
の
説
を
斥
け
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円
珍
『
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華
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に
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る
七
喩
解
釈
に
つ
い
て
（
浅

野
）

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
円
珍
釈
に
お
い
て
は
、
極
め
て
天

台
学
的
な
解
釈
で
「
七
方
便
」
を
捉
え
て
お
り
特
徴
的
で
あ
っ
た
。
七

喩
解
釈
の
比
較
対
照
か
ら
は
、
円
珍
が
天
台
学
僧
と
し
て
天
台
的
解
釈

の
宣
揚
を
意
図
し
た
様
子
が
伺
え
た
。

1
　
河
村
〔
一
九
九
七
〕
二
五
二
頁
。

2
　
池
田
〔
一
九
七
八
b
〕
三
二
二
頁
。

3
　
奥
野
〔
二
〇
〇
二
〕
四
一
頁
。

4
　
池
田
〔
一
九
七
八
b
〕
三
二
五
頁
。

5
　
大
正
二
六
・
八
頁
上
。

6
　
大
正
二
六
・
八
頁
中
。

7
　
大
正
四
〇
・
八
一
六
頁
中
。

8
　
大
正
四
〇
・
八
一
六
頁
上
。

9
　
智
証
全
上
・
一
九
七
頁
下
。

〈
一
次
文
献
〉

大
正
新
脩
大
蔵
経
第
二
六
巻
『
妙
法
蓮
華
経
憂
波
提
舍
』

大
正
新
脩
大
蔵
経
第
四
〇
巻
『
法
華
論
疏
』

園
城
寺
事
務
所
編
「
法
華
論
記
」『
智
証
大
師
全
集
上
巻
』
園
城
寺
事
務
所
、

一
九
一
八

〈
参
考
文
献
〉

池
田
魯
参
「
円
珍
『
法
華
論
記
』
に
お
け
る
天
台
研
究
の
特
質
」『
駒
沢
大

学
仏
教
学
部
論
集
』
第
九
号
、
一
九
七
八
a

池
田
魯
参
「
円
珍
の
『
法
華
論
記
』
に
つ
い
て
」『
印
仏
研
』
第
二
七
巻
第

一
号
、
一
九
七
八
b

奥
野
光
賢
『
仏
性
思
想
の
展
開

―
吉
蔵
を
中
心
と
し
た
『
法
華
論
』
受
用

史

―
』
大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
二

河
村
孝
照
「
吉
蔵
の
法
華
論
疏
に
つ
い
て
」『
印
仏
研
』
第
四
五
号
第
二
号
、

一
九
九
七

日
下
大
痴
「
法
華
論
に
就
い
て
」『
台
学
指
針
』
興
教
書
院
、
一
九
三
六

苫
米
地
誠
一
「
智
証
大
師
円
珍
の
密
教
思
想
に
つ
い
て

―
在
唐
時
の
著

作

―
」『
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
年
報
』
第
一
〇
号
、
一
九
八
八

藤
井
教
公
「
世
親
『
法
華
論
』
訳
注
（
三
）」『
北
海
道
大
学
文
学
研
究
科
紀

要
』
第
一
一
一
号
、
二
〇
〇
三

前
川
健
一
「
円
珍
『
法
華
論
記
』
の
法
華
思
想

―
「
釈
序
品
」
に
於
け
る

『
法
華
玄
賛
』
批
判
を
中
心
に

―
」『
東
洋
哲
学
研
究
所
紀
要
』
第
一
八

号
、
二
〇
〇
二

丸
山
孝
雄
「
法
華
七
喩
解
釈
の
展
開
」『
法
華
経
研
究
　
法
華
経
の
思
想
と

基
盤
』
第
八
号
、
一
九
八
〇

道
元
徹
心
「
円
珍
撰
『
法
華
論
記
』
に
お
け
る
「
舎
利
」
表
現
に
つ
い
て
」

『
仏
教
学
研
究
』
第
七
一
号
、
二
〇
一
五

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
円
珍
、『
法
華
論
記
』、
吉
蔵
、『
法
華
論
疏
』、
七
喩

（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
）
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